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	 材料分野やライフサイエンス分野等、多岐にわたる分野において、物質中の化学種の分布を、

簡便かつ網羅的に可視化する方法が求められている。走査型プローブエレクトロスプレーイオン

化質量分析イメージング（SPESI-MSI; Scanning Probe Electrospray Ionization Mass Spectrometry 

Imaging）は、走査型プローブ顕微鏡と質量分析法の融合により生まれたイメージング技術である。 

	 SPESI-MSI は図１に示すように、キャピラリプローブ先端の局所領域において、試料に含まれ

る複数の化学種の液相抽出とソフトイオン化を、大気圧環境下で実現する[1]。プローブを二次元

走査し、物質中の化学種分布を画像化する。これまでに無染色生体組織中の質量イメージングの

研究を通じて、SPESI のバイオメディカル応用の可能性を示してきた[2,3]。空間分解能は、プロ

ーブ先端の液架橋の大きさに依存し、条件最適化により約 35 µmの空間分解能が達成された[4]。 

	 本発表では、更なる空間分解能の向上を目指して、ナノピペットを利用した SPESI-MSIの初期

検討の結果を報告する。先端部分が直径数百ナノメートルの開口部を有するガラス製ナノピペッ

トを用いて、ガラス基板上の色素

膜のイオン化を実施したところ、

従来のキャピラリプローブ（開口

部が数十マイクロメートル）を使

用した場合よりも、サンプリング

領 域 の 縮 小 が 確 認 さ れ た 。

SPESI-MSI における実験パラメー

タと液架橋のサイズの相関も合わ

せて報告する。 
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図１ SPESI-MSIの概要図。 
送液ポンプからキャピラリプローブ（プローブ）に導入された溶媒と、対向電

極の間に高電圧を印加する。プローブは圧電体により振動する。プローブが試

料と断続的に近接することで、試料成分の液架橋への溶解と、イオン化が自発

的に生じる。生成したイオンは、質量分析器で計測される。プローブを試料表

面で走査することで、試料表面の化学成分の分布を画像化することができる。 
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